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１ 評価の目的 

この学校評価は、構造改革特別区域法（平成１４年法律第１８９号。以下「法」という。）第１２条第

５項の規定に基づき、本市がＬＣＡ国際小学校の教育、組織及び運営並びに施設及び設備の状況につい

て評価を行い、その結果を当該小学校に通知するとともに、これを公表することにより、児童がより良

い教育活動等を享受できるよう学校運営の改善と発展を促すことを目的とする。 

 

２ 評価内容 

この学校評価は、次の３分野について実施する。 

 

（１）法令事項に関すること・・・（Ｐ．３） 

 

（２）教育内容等に関すること・・（Ｐ．９） 

 

（３）経営に関すること・・・・・（Ｐ．２９） 

 

 

３ 評価の手順 

本市が設定した評価項目について、当該小学校による自己評価を基に、同校に対するヒアリング・視

察等を実施し、評価を行う。なお、評価の過程では、教育内容や学校運営等について専門的な観点から

検討するため、教育に関する学識経験者や公認会計士等で構成された附属機関（相模原市国際教育特区

諮問委員会）へ学校評価について諮問するとともに、中小企業診断士が経営に関する詳細な分析・把握

を行う。 

 

４ 評価の通知・公表 

学校評価の結果については、法第１２条第６項の規定に基づき、当該小学校に通知するとともに、 

本市のホームページ等で公表する。 

 

  

Ⅰ はじめに 
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表 題 １ 学級編制に関すること 

№ 確 認 項 目 
適○ 

否× 
否の理由 

１ 

１学級の児童数は４０人以下で編制されているか。 

（第１学年については３５人以下） 

 

根拠法令[小学校設置基準第４条・ 

公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律第３条] 

○ 

 

【確認書類】児童数等異動報告書 

 

２ 

学級は同学年の児童で編制されているか。 

 

根拠法令[小学校設置基準第５条] ○ 

 

【確認書類】児童数等異動報告書 

その他 － 

表 題 ２ 教科用図書の無償給与に関すること 

№ 確 認 項 目 
適○ 

否× 
否の理由 

１ 

教科用図書が児童に無償給与されているか。 

 

根拠法令[義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第５条] 
○ 

 

【確認書類】教科用図書納入(返付)指示書、教科用図書給与児童名

簿、教科用図書受領証明書明細表、使用教科書一覧表、

全使用教科書 

その他 － 

Ⅱ 法令事項 
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表 題 ３ 学校保健及び学校安全に関すること 

№ 確 認 項 目 
適○ 

否× 
否の理由 

１ 

定期健康診断が、児童と職員に対して行われているか。 

（別紙検診項目全てを行った場合に○とし、一項目でも行わなかっ

た場合は×とする。） 

 

根拠法令[学校保健安全法第１３条・第１５条、同法施行規則 

第５条～第８条・第１２条～第１５条] 

○ 

 

【確認書類】検査報告書、健康診断票、保健調査票等 

 

２ 

前項の健康診断の結果に基づき、疾病の予防処置又は治療の指示を、

児童及び保護者又は職員本人に行っているか。また、必要に応じ管

理指導表による管理指導を行っているか。 

 

根拠法令[学校保健安全法第１４条・第１６条、 

同法施行規則第９条・第１６条] 

○ 

 

【確認書類】管理指導表、お知らせ書類等 

 

３ 

環境衛生検査が適正に行われているか。 

（別紙検査項目ごとに適否を判断し、一項目でも×の場合は×とす

る。） 

根拠法令[学校保健安全法第５条・第６条、同法施行規則第１条、 

学校環境衛生基準] 

○ 

 

【確認書類】検査報告書 

 

４ 

学校医、学校歯科医及び学校薬剤師が配置されているか。 

 

根拠法令[学校保健安全法第２３条] ○ 

 

【確認書類】学校医等依頼文書、職員体制表等 

５ 

学校保健計画を策定し、実施しているか。 

 

根拠法令[学校保健安全法第５条] ○ 

 

【確認書類】学校保健計画 

６ 

学校安全計画を策定し、実施しているか。 

 

根拠法令[学校保健安全法第２７条] ○ 

 

【確認書類】学校安全計画 

７ 

危険等発生時対処要領を作成しているか。 

 

根拠法令[学校保健安全法第２９条] ○ 

 

【確認書類】危険等発生時対処要領 

 

その他 － 
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別 紙（表題３ ３－１関係） 

 

＜児童＞ 

評価項目 定期健康診断が、児童と職員に対して行われているか。 

検査項目 適○ 否× 否の理由 

身長及び体重 ○  

栄養状態 ○  

脊柱及び胸郭の疾病及び異常の有無並びに 

四肢の状態 
○  

視力及び聴力 ○  

眼の疾病及び異常の有無 ○  

耳鼻咽頭疾患及び皮膚疾患の有無 ○  

歯及び口腔の疾病及び異常の有無 ○  

結核の有無 ○  

心臓の疾病及び異常の有無 ○  

尿 ○  

その他の疾病及び異常の有無 ○  

 

＜職員＞ 

評価項目 定期健康診断が、児童と職員に対して行われているか。 

検査項目 適○ 否× 否の理由 

身長、体重及び腹囲 ○  

視力及び聴力 ○  

結核の有無 ○  

血圧 ○  

尿 ○  

胃の疾病及び異常の有無 ○  

貧血検査 ○  

肝機能検査 ○  

血中脂質検査 ○  

血糖検査 ○  

心電図検査 ○  

その他の疾病及び異常の有無 ○  

別 紙（表題３ ３－３関係） 

 

評価項目 環境衛生検査が適正に行われているか。 

検査項目 適○ 否× 否の理由 

飲料水等の水質 ○  

飲料水等に関する施設・設備 ○  

教室等の換気、保温、採光、照明及び騒音 ○  

その他（具体的にお書きください） 

（                ） 
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表 題 ４ 教育課程及び教材に関すること 

№ 確 認 項 目 
適○ 

否× 
否の理由 

１ 

学期及び休業日に関して、適切に定められているか。 

 

根拠法令[学校教育法施行令第２９条] ○ 

 

【確認書類】年間計画書 

 

２ 

教育課程が適切に編成されているか。 

 

根拠法令[学校教育法施行規則第５０条～第５３条] ○ 

 

【確認書類】各教科等年間指導計画書、道徳教育の全体計画 

３ 

文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部科学省が著作の名義

を有する教科用図書を使用しているか。 

 

根拠法令[学校教育法第３４条] 
○ 

 

【確認書類】教科書使用届、全使用教科書 

その他 － 

表 題 ５ 校務分掌に関すること 

№ 確 認 項 目 
適○ 

否× 
否の理由 

１ 

校務分掌の仕組みが整えられているか。 

 

根拠法令[学校教育法施行規則第４３条] ○ 

 

【確認書類】校務分掌表  

 

その他 － 
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表 題 ６ 教職員に関すること 

№ 確 認 項 目 
適○ 

否× 
否の理由 

１ 

校長、教諭、養護教諭（看護師）及び事務職員が配置されているか。 

 

根拠法令[学校教育法第７条、学校設置認可基準第９条] ○ 

 

【確認書類】教職員名簿 

 

２ 

必要な教員免許状を所持する者が配置されているか。 

 

根拠法令[教育職員免許法第３条、学校設置認可基準第９条] ○ 

 

【確認書類】教職員名簿 

３ 

校長の資格について充足しているか。 

 

根拠法令[学校教育法施行規則第２０～２２条] ○ 

 

【確認書類】校長の就任承諾書及び履歴書 

 

４ 

教諭は必要な数が配置されているか。 

 

根拠法令[公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の 

標準に関する法律第７条、学校設置認可基準第９条] 
○ 

 

【確認書類】教職員名簿 

 

５ 

司書教諭が配置されているか。 

 

根拠法令[学校図書館法第５条] ○ 

 

【確認書類】教職員名簿 

 

６ 

司書教諭のほかに、学校図書館の利用の一層の促進に資するための

専ら学校図書館の職務に従事する職員（通称：学校司書）の配置に

努めているか。 

 

根拠法令[学校図書館法第６条] 

○ 

 

【確認書類】教職員名簿 

 

その他 － 
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表 題 ７ 学校設置会社の業務及び財産の状況の公開に関すること 

№ 確 認 項 目 
適○ 

否× 
否の理由 

１ 

業務及び財産の状況を閲覧に供する準備がなされているか。 

 

根拠法令[構造改革特別区域法第１２条第３項] ○ 

 

【確認書類】貸借対照表、損益計算書、事業報告書 

 

その他 － 

表 題 ８ いじめ防止に関すること 

№ 確 認 項 目 
適○ 

否× 
否の理由 

１ 

いじめ防止基本方針が策定され、公表されているか。 

 

根拠法令[いじめ防止対策推進法 第１３条] ○ 

 

【確認書類】学校いじめ防止基本方針 

２ 

いじめ防止対策のための組織が作られているか。 

 

根拠法令[いじめ防止対策推進法 第２２条] ○ 

 

【確認書類】学校いじめ防止基本方針 

 

３ 

重大事態が発生した際の調査体制及び市長への報告体制は整ってい

るか。 

 

根拠法令[いじめ防止対策推進法 第２８条、第３２条] 
○ 

 

【確認書類】学校いじめ防止基本方針 

 

その他 － 

総合評価 

法令事項については、全２４項目が適であることを確認した。法令事項については適切な対応が図

られている。 
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【評定基準】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 教育内容等 

評定Ａ 「優れた取組が行われている」 

 特色ある優れた取組が行われ、教育効果を上げている。 

 

評定Ｂ 「適切な取組が行われている」 

 適切な取組が行われ、通常求められる学校運営が概ね実施されている。 

 

評定Ｃ 「取組の改善が求められる」 

 取組に課題があり、早急に改善が求められる。 
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表 題 ９ 教育課程に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

学校の教育課程の編成・実施の考え方につ

いて、教職員間の共通理解に努めている

か。 
取組 

状況 

○職員会議、職員研修（４・８・１０月）におい

て、校長等から教育課程についての説明をして

いる。 

○副校長、教務主任等からの周知、確認の徹底を

図るとともに、それぞれ教育課程に基づく年間

指導計画を作成し共通理解の徹底を図ってい

る。 

特色 
○外国人教員に特化した研修を学期の始め等に

実施している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○計画が適正に実施されているかどうか実施状

況や実施結果を把握することが望まれる。ま

た、教育課程の編成について、令和２年度から

の新学習指導要領の全面実施への対応に向け

た取組を適切に進められたい。 

２ 

児童の学力・体力の状況を把握し、それを

指導に生かそうと努めているか。 

取組 

状況 

○学習の進度により学級を小グループに分けて

指導している。 

○２年生以上を対象に年１回体力テストを実施

し、４年生以上を対象に毎月学力テストを実施

することで、児童の状況を把握し対処してい

る。 

特色 

○学習の進んでいる児童、遅れ気味の児童を学力

テストで把握し、個に応じた指導を行っている

（英語を母語としない日本人教員の配置や個

別指導時間の設定等）。 

○体力テストについては、その結果をカリキュラ

ムに反映して補強している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○児童の学力や体力等の状況を適切に把握する

ことを通して、児童の学習改善につなげること

はもとより、教師の指導改善につなげることが

望まれる。 

○観点別学習状況の評価について、令和２年度か

らの新学習指導要領の全面実施への対応に向

けた取組を適切に進められたい。 
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３ 

体験活動、学校行事などが、適切な指導・

管理体制の下に適切に実施されているか。 

取組 

状況 

○周辺の公共施設（北の丘センター、相模原北公

園等）などを利用するほか、全児童を対象とし

て、夏季と冬季に長野県の施設（セミナーハウ

ス）を利用し、宿泊体験活動を実施している。 

○田植えの授業を取り入れている。 

○実施に当たっては、事前調査を行い、活動中は

養護教諭を配置するなど安全対策には万全を

期している。 

○参加費を積立金によって徴収している。 

特色 

○全員が参加する体験活動が行われている。ま

た、宿泊先で地元の協力の下、体験活動を行っ

ている。 

○オーストラリアのヒルズ学園と姉妹校となり、

４年生以上の希望者がヒルズ学園へ短期留学

を行ったりするなど様々な活動が行われ、安全

対策もとられている。 

評 定 Ａ 
課題・

改善策 
－ 

４ 

各教科等の年間指導計画等が、学習指導要

領に則り作成されているか。 
取組 

状況 

○学習指導要領に則って年間計画を作成してい

る。また、単元計画の見直しにも取り組んでい

る。 

特色 － 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○令和２年度からの新学習指導要領の全面実施

に向けて、単元目標、評価規準等を加えるなど、

年間指導計画の改善が望まれる。 

その他 － 
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表 題 10 学校の特色を生かした特別の教育課程に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

英語科の設置及び英語イマージョン教育

を実践するための指導計画が作成されて

おり、それに基づく指導が行われている

か。 

取組 

状況 

○日本人にあった英語イマージョン教育を目指

し、４技能をバランスよく身につけるための指

導計画が策定され、これに基づいた指導が行わ

れている。 

特色 

○児童の実態に即した教材を活用するなど、日本

人に合った英語イマージョン教育を実践して

いる。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

２ 

 

児童の英語に関する到達度を計画的に把

握するとともに、指導と評価が一体化した

授業が行われているか。 

取組 

状況 

○英語の文法については学級別、リーディングに

ついては習熟度別に指導がなされている。 

○理解が遅れ気味な児童には、日本人教員による

サポートの下、補講等を実施している。 

特色 
○実践的な英語学習を先に行い、文法的な内容は

進級とともに整理している。 

評 定 Ａ 
課題・

改善策 
－ 

３ 

英語による授業に児童が適応できるよう

配慮がなされるとともに、児童の実態に応

じて適切に指導が行われているか。 取組 

状況 

○日本人が英語を習得するための手段として、楽

しさ、分かりやすさ、繰り返しに重点を置いた

指導がなされている。 

○英語で学習した内容も十分理解できているが、

日本語でも習った内容を確認している。 

○個々に応じた習熟度別の授業が行われている。 

特色 

○独自開発した手法（メトロラーニング）を用い

て、耳で慣れ、繰り返し話すことを重視し、効

果的な授業を展開している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

４ 

日本語能力の習得や、日本の伝統文化に関

わる学習を実践するための指導計画が作

成されており、それに基づいて指導が行わ

れているか。 

取組 

状況 

○検定教科書以外にもできるだけたくさんの日

本語に触れられるよう、指導内容を工夫してい

る。 

特色 

○外国人教員がいることを生かし、海外と比較し

ながら日本の伝統文化を学ぶ授業が行われて

いる。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○国語や音楽など教科等においても指導するこ

とができるよう、指導内容を年間指導計画に位

置付けることが望まれる。また、帰国子女の児

童に対する日本語習得に向けた支援の充実が

望まれる。 
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５ 

児童の国語に関する到達度を計画的に把

握するとともに、指導と評価が一体化した

授業が行われているか。 

取組 

状況 

○授業数を増やし、４年生では隔月、５年生以上

では毎月学力テストを行うことで、学力状況を

把握し、対策を取っている。 

特色 

○できるだけたくさんの文章に触れられるよう

に、検定教科書以外にも、やや高度な文章が掲

載されている問題集等を副読本として使用し

ている。 

○学校図書館の充実を図り、作文指導（見たこと

作文の実践）にも力を入れている（保護者対象

の作文指導も実施）。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

その他 － 
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表 題 11 学習指導に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

学習指導要領に則り、児童の発達段階に即

した指導がなされているか。 

取組 

状況 

○全学年において、学習指導要領に則った指導が

なされている。 

特色 

○児童一人ひとりの学習状況に応じた、きめ細か

い指導を試みている。教科を英語で指導する場

合でも十分理解ができている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○理解に時間のかかる児童に対する補講の実施

のみならず、学習の進んでいる児童に対して

も、学力を向上させるための対策を進めていく

ことが望まれる。 

２ 

体験的な学習、問題解決的な学習及び児童

の興味関心を生かした自主的・自発的な学

習が適切に行われるよう努めているか。 

取組 

状況 

○学校全体として、体験的な学習や問題解決的な

学習、児童の興味関心を生かした学習を目指し

て、研修を進めている。 

特色 

○授業の導入時に、児童の興味関心を引き出せる 

ように、問いかけを工夫している。少人数学級 

を生かし、必要に応じてディスカッションがで 

きるように進めている。 

○理科指導のGEMS（科学・数学領域の参加体験 

型プログラム）を導入している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、新任教員を中心に教員への指導を行

い、指導力の向上を図っていくことが望まれ

る。 

３ 

学級内における児童の様子の把握や、学習

に適した環境の整備など、学級経営が適切

に行われているか。 取組 

状況 

○児童の様子を見ながら、学級内で解決が難しい

と思われるものは、教務主任等を通して、管理

職に伝わるようにしている。また、管理職も各

学級を見て回り、コミュニケーションを取って

いる。児童指導に関して、教員の意識向上が図

られている。 

特色 

○少人数学級を生かし、担任だけでなく、副担任、

専科教員、養護教諭、教務主任、管理職がチー

ムとなって、児童の様子を把握し、問題解決に

当たっている。 

○授業指導、支援を行う教育アドバイザー（公立

学校教員ＯＢ）の協力を得ている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、問題の未然防止に取り組むととも

に、教員間のコミュニケーションの更なる強化

に取り組むことが望まれる。 



15 

 
  

４ 

教科書と共に使用される英語版の資料は、

学習指導要領に則った適切なものか。 
取組 

状況 

○教科書は全て検定教科書を使用している。海外

から輸入した教材を使用することもあるが、あ

くまでも補助的なものである。 

特色 

○１～３年生の算数では、検定教科書の英語版と

併せて、教科書準拠ワークの英語版も使用して

いる。 

○日本人に合った英語の文法の教材（オーバーザ

ムーン）をはじめ、リズムに合わせて繰り返し

発話することで英語の基本が身に付く教材等、

（メトロラーニングレインボウ、ストリームト

ーク）を活用している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○社会など英語以外の教科指導においては、教員

研修の更なる充実が望まれる。 

５ 

年間指導計画に則り、「特別の教科 道徳」

の指導が適切に行われているか。 
取組 

状況 

○年間を通じて道徳で学ぶべき項目（内容項目）

を全て押さえるようにするため、検定済教科書

を基本とした指導を行っている。 

特色 

○検定済教科書を英訳したものを教材として使

用し、内容項目を一通り学ぶことができるよう

にするとともに、授業そのものを英語による学

びの場の一環としている。 

○外国人教員と日本人教員が連携しながら、児童

の実態や状況に即した授業を、英語と日本語で

展開している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、道徳的価値について子どもたちが主

体的に考えることができる授業の在り方を今

後の研修等で培っていくことが望まれる。 

その他 － 
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表 題 12 児童指導に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

全教職員が児童指導に取り組めるように、

体制が整備されているか。 

取組 

状況 

○児童指導の考え方については、研修、職員会議、

公開授業などを通して全職員に伝え、同じよう

に取り組めるよう努めている。 

○個別に児童指導をした場合には、全教職員が共

通理解できるよう、職員会議等で共有してい

る。 

○随時、学園長、副学園長、校長が指導を行って

いる。 

特色 

○自分の気持ちを相手に直接伝え、問題解決のた

めに何をすべきかを教員と一緒に考える機会

を保障することを大切にしている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○教育相談等、定期的にそれぞれの児童の状況を

把握する機会を保障することが望まれる。 

２ 

保護者や地域社会、関係機関等と連携・協

力が図られているか。 

取組 

状況 

○社会科見学など（橋本地区観察）を地域の方の

協力の下、実施している。 

○地域の学校警察連合会に加盟し、地域の学校と

の話合いに参加し、情報の共有を図っている。 

○保護者に対しても、学園長、校長が機会あるご

とに講話を実施し、学校と保護者が連携して指

導できるように努めている。 

特色 
○保護者ボランティアの協力を得て、運動会の運

営等を行っている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、外国人教員も積極的に地域と連携す

る機会の充実が望まれる。 

３ 

自ら考え、自主的・自律的に行動でき、自

らの言動に責任を負うことができるよう、

適切な指導に努めているか。 

取組 

状況 

○欧米型の教育の良い点を取り入れていること

もあり、低学年から児童の自主性を尊重して指

導に当たっている。 

特色 

○全ての教育活動において、児童の自主性を尊重

し、主体的に判断、行動ができるように指導を

行っている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 
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４ 

保護者と連携・協力して、基本的な生活習

慣が身に付けられるよう努めているか。 

取組 

状況 

○児童に関して学校側が感じたことは、メールや

電話で保護者に伝えている。また、必要に応じ

来校してもらい、児童にとって何が良いのかを

直接話し合うようにしている。 

○定期的に保護者面談（スクールカウンセリン

グ）を実施している。 

○ペアレンツハンドブック（学校生活のきまり等

を掲載）を配布して情報共有を図っている。 

特色 

○保健便り等を通して、日頃取り組んでほしい生

活習慣について周知している。 

○保護者に対して、学園長や校長が講話を実施

し、学校と保護者が連携して指導できるように

努めている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、学級担任からも、基本的な生活習慣

等について指導できるようにすることが望ま

れる。 

５ 

学校生活全体を通し、豊かな人間関係づく

りに努めているか。 
取組 

状況 

○自分を大切にする気持ちを育み、自分の気持ち

を表現するなどコミュニケーション力を身に

付けることを重視した指導をしている。 

○新任教員に対して、学校の教育方針に則った児

童指導を徹底できるよう、研修を行っている。 

特色 

○道徳をはじめ、全ての教育活動において、コミ

ュニケーションを大切にしたり相手の気持ち

を推し量ったりしながら、豊かな人間関係を築

くことができるように指導をしている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、新任教員に対して、学校の教育方針

に則った児童指導が徹底できるよう、研修等の

充実が望まれる。 

６ 

命の大切さや環境の保全、社会の一員とし

ての意識（公平・公正、勤労、奉仕、公共

心、公徳心や情報モラル等）や、規範意識

の向上に努めているか。 

取組 

状況 

○月１回の朝礼で学園長や校長から全児童に講

話を行っている。 

○道徳や特別活動では、自分を大切にする気持ち

を育むため、児童同士の話合いを重視して指導

している。 

特色 

○毎月の講話や、道徳及び特別活動での話合いを

通じて、セルフエスティーム（自分を大切にす

る気持ち）の指導を重視している。また、自分

の行動に対する結果や相手の気持ちを想像で

きるように指導している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○外国人教員を中心に、道徳や特別活動に係る研

修の充実が望まれる。 
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７ 

いじめ防止や早期発見に向けて、適切な対

応が図られているか。 
取組 

状況 

○学校いじめ防止基本方針の基本的な考え方に

則り、きめ細かな対応がなされるよう取り組ん

でいる。 

特色 

○少人数学級の特性を生かし、教員と児童や保護

者とのきめ細かなコミュニケーションが図ら

れ、状況に応じた取組や対応が行われている。 

○児童や保護者を対象として、スクールカウンセ

ラーによる教育カウンセリングを実施してい

る。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○学校いじめ防止基本方針に基づいた点検・評価

を行い、いじめ防止に向けた取組の検証を行う

ことが望まれる。 

８ 

インターネットを通じたいじめの、防止へ

の啓発活動が行われているか。 取組 

状況 

○幹部会議や職員会議等で情報を共有し、いじめ

の防止に務めている。 

○全教員でいじめについて認識を高め、児童の動

向に注意を払っている。 

特色 

○保護者や児童を対象に、インターネットを通じ

たいじめを防止するための取組が行われてい

る。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

９ 

いじめが発生した際、適切・迅速な対応が

図られる体制は整っているか。 
取組 

状況 

○常設の教務会等において、日頃の児童の様子を

情報交換し、些細な変化を見逃さない支援体制

を構築している。 

特色 

○日常の教育活動の情報が集約される職員会議

等を積極的に活用し、被害児童のケアや支援、

家庭との連携、加害児童への指導や支援、周囲

の児童への支援等がきめ細かく行われるよう

努めている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○「ＬＣＡ国際小学校いじめ防止基本方針」等に

おいて、防止委員会を定期的に開催するととも

に、重大事態が発生した場合の調査、報告体制

を全職員で共通理解を図ることが望まれる。 

その他 － 
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表 題 13 教職員の研修・評価に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

校内、校外における研究・研修等を通じて

教職員の資質・能力向上についての取組が

なされているか。 

取組 

状況 

○校外研修については、教員の希望を踏まえつ

つ、積極的に参加するように促している。 

○主に児童の春休みや夏休み時などを利用し、教

育理念の共有の徹底、児童指導の方法の共通理

解、指導研修を行っている。 

○公開研究発表会を開催し、教職員の資質向上に

努めた。 

○新任教師については、日本の文化や教育に対す

る日本の考え方などを研修している。 

特色 

○ユニークな教育理念のもとに教育を実践して

いるため、管理職自らが説明し、やって見せる

研修が多い。 

○教育アドバイザー（公立学校教員ＯＢ）を定期

的に招き、積極的な活用を図っている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○先輩教員が指導方法について伝達できる体制

の構築や、研究部会の定期的な開催が望まれ

る。 

２ 

教職員の自主的な研究・研修等についての

支援体制が整っているか。 取組 

状況 

○校外研修について、希望があれば内容を吟味

し、学校が参加費を負担している。 

○外国人が普通免許状を取得する際の学費を学

校で全額負担している。 

特色 
○外国人教員の日本語能力向上のため、校内で日

本語講座を週１回実施している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、自主的な研究・研修等の取組を促す

ことが望まれる。 

３ 

「特別の教科 道徳」の授業が効果的に行

われるような研修体制が整備されている

か。 
取組 

状況 

○昨年度から重要な部会として道徳部会を位置

付けた。また、道徳の学習指導要領上の位置付

けを伝えるとともに、内容項目一覧を英訳し、

外国人教員の道徳に対する理解が深まるよう

努めている。 

特色 

○道徳部会に低、中、高学年の各ブロックの教員

を配置し、教員がリーダー的役割を果たす環境

をつくり、学校全体として組織的に道徳の指導

を行うことができる体制を築いている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○教員相互による校内参観授業の実施等の研修

体制を構築していくことが望まれる。 
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４ 

外国人教員の普通免許状の早期取得に向

けた取組が行われているか。 

取組 

状況 

○臨時免許状取得者を対象に、毎年、数名の外国

人教員を県内大学の通信教育課程で履修させ、

日本の普通免許状の取得に取り組んでいる。令

和元年度は、４名の外国人教員が星槎大学で学

んでいる。既に１名の外国人教員が普通免許状

を取得した。今後も計画的に取り組む予定であ

る。 

特色 

○授業料の負担、日本語習得のための日本語講座

の開設、履修内容の疑問、質問等への対応（日

本人教師からのアドバイス）等、学校全体で履

修者をサポートしている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、外国人教員の普通免許状の早期取得

に向けた取組を行うことが望まれる。 

５ 

教職員の人事評価体制が整っているか。 

取組 

状況 

○毎年実施している「教職員意向調査」により、

果たすべき役割（目標の設定）及びその役割を

果たすためにどのような能力を発揮したか、ま

た、その達成状況（達成した業績・成果）につ

いて確認をして人事評価を行っている。この評

価をもとに、教職員の適材適所の配置に努めて

いる。 

特色 
○管理職全員が教職員の取組状況を評価できる

体制となっている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○教職員評価制度の改善について検討を進めて

いるが、職務での努力が処遇に反映されること

により、教職員の意欲の喚起及び職場の活性化

につながることが望まれる。 

その他 － 
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表 題 14 学校保健に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

定期健康診断等の結果が適切な管理の下、

必要に応じ迅速に取り出せる状況にある

か。また、児童の健康状態や食物アレルギ

ーの有無を把握し、適正な対応が可能な状

況であるか。 

取組 

状況 

○養護教諭がパソコンシステムで定期健康診断

の結果を管理しており、迅速に確認が可能な状

況である。 

○疾患の疑いのある児童については教務、養護教

諭、担任が把握しており、疾患の程度によって

は事務室・バス担当者とも共有している。 

○食物アレルギーのある児童については、入学時

や編入時に、病院が作成した管理指導表と保護

者からの申出書類を提出してもらい、管理して

いる。 

○食物アレルギーのある児童の緊急時の対応の

ため、エピペン®を備えている。 

特色 
○児童の健康状態について、担任をはじめ、養護

教諭、教務で把握している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

２ 

スポーツ振興センター災害共済給付への

加入等、学校管理下での災害に対応する環

境が整っているか。 

取組 

状況 

○マニュアルを各クラスに備え付けるなど、緊急

時の連絡体制や病院へ搬送する際の職員体制

が整備されている。 

○独立行政法人日本スポーツ振興センター災害

共済給付制度への加入や、学校の責任により発

生した災害に対応するための賠償保険への加

入など、学校管理下での災害に対応する環境を

適切に整えている。 

○休み時間は、教職員数名が必ず児童と共に校庭

で過ごす等、安全管理に努めている。 

特色 － 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

３ 

怪我や病気等、児童の緊急時に適切な対応

をするため、マニュアル等を作成している

か。 

取組 

状況 

○児童の怪我、病気等による緊急時の対応につい

て作成したマニュアルを、全教職員がいつでも

確認できる状況である。 

○安全講習会の実施やＡＥＤの配備など緊急時

の対策が適切に実施されている。 

○各教室に内線電話が配置されており、迅速な校

内連絡体制が確立されている。また、傷病や怪

我をした児童が出た場合に、外国人教職員は日

本人教職員へ連絡する体制としている。 

特色 － 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 
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４ 

感染症の予防に対し、学校保健安全法に基

づく出席停止等の適切な対応ができる体

制が整っているか。 取組 

状況 

○感染症に対しては、学校と保護者が健康手帳を

利用して情報の共有を図っている。必要に応

じ、医師の診断を受けて、学校は出席停止措置

を取っている。 

○児童の病歴については、予防接種の確認を含

め、保健調査を実施している。 

特色 

○昼食時には机をアルコールスプレーで消毒し、

各家庭で用意したランチョンマットを使用し

ている。ハンカチなどを忘れた場合に備え、ペ

ーパータオルを設置している。 

○インフルエンザ流行時には注意を呼び掛ける

ため、保護者へのメール配信を実施している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

５ 

環境衛生における緊急時（異物混入、化学

物質の発生等）の検査体制が担保されてい

るか。 取組 

状況 

○養護教諭による日常の水質検査を行うととも

に、定期的に受水槽の清掃や水質検査を委託し

ている。 

○害虫の生息点検を専門機関に委託し、環境衛生

の向上に努めている。 

○給食について毎回複数人で検食を行っている。 

特色 
○児童の水飲み場（ウォータークーラー）と手洗

い場を分けている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

その他 
○養護教諭を２人体制とする（うち１名はプリスクールとの兼任）など学校保健の充実を図って
いる。 
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表 題 15 学校安全に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

児童の通学方法・通学経路について、どの

ように確認を行っているか。 
取組 

状況 

○スクールバスを利用する児童については、毎年

度初めにバス停までの交通手段、経路について

所定の用紙で確認を行っている。 

○送迎の児童についても書面により確認を行っ

ている。 

特色 

○通学範囲が広域となるため、徒歩、スクールバ

ス（７方面）、自家用車での送迎と通学方法は

様々である。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

２ 

登下校時の児童の安全対策として、どのよ

うな取組を行っているか。 

取組 

状況 

○一人で登下校（学校及びスクールバスのバス停

から）する児童には防犯ブザー所持を推奨して

おり、ほぼ全児童が所持している。 

○登校時は校門に教職員が立ち、児童を迎え入れ

ている。下校時は、下校方面別に児童名簿を確

認している。 

○保護者が迎えに来る場合は入校許可証を確認

した上で、児童の引渡しを行っている。 

○安全教室で身を守ることを教えている。 

特色 

○学年が上がるにつれて児童のみの通学が増え

ることに伴い、通学時には携帯電話を所持する

ことを推奨している。平成２９年度から登下校

管理システム(ミマモルメ)を導入している。 

評 定 Ａ 
課題・

改善策 
－ 

３ 

遠距離通学者（電車による通学等）に対し

て、特別な安全対策を講じているか。 

取組 

状況 

○相模大野、町田、巡回（淵野辺・相模原）、橋

本、センター南、海老名、及び調布・武蔵境駅

発着のスクールバスを運行している。 

○バス乗車中、バスを待つ時間のマナーや駅や電

車の中でのマナーについて定期的に指導して

いる。 

特色 

○バス添乗員を配置し、バス・学校・家庭が連携

できるよう連絡体制を整えている。バス添乗員

は定期的なミーティングを行い、安全対策を講

じている。 

○スクールバスを待つ児童の安全対策として、バ

ス添乗員の安全意識啓発の取組、保護者への注

意喚起・付添の協力依頼等を実施した。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 
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４ 

交通安全や災害発生時の安全に関する指

導（避難訓練、交通安全教育等）が適切に

行われているか。 
取組 

状況 

○火災避難訓練、地震避難訓練、不審者対策訓練

を実施している。また、アメリカの火災訓練シ

ステム（ファイアースクール）を実施している。 

○交通安全教育指導に関しては、交通安全教室な

どで指導している。 

特色 ○幼稚園と連携した安全指導が行われている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、様々な災害を想定した安全指導の実

施が望まれる。 

５ 

災害発生時や事件発生時における児童の

安全確保の対策及び危険発生時に対処す

るための職員の訓練等をどのように講じ

ているか。 取組 

状況 

○避難訓練等を通じ、日頃から災害に対する意識

を高め、緊急時に備えている。 

○各教室に非常連絡用機器を設置している。 

○不審者対策訓練を実施している。 

○登下校時に災害が発生した場合の連絡体制の

構築や児童への対応指導、帰宅できない児童に

対する食料・防寒具等の備蓄・備品の用意など

により、大規模災害に備えている。 

特色 

○事件防止のため、監視カメラを設置している。 

○正面玄関には案内係を配置し、セキュリティ対

策の強化に努めている。 

○アメリカの火災訓練システム（ファイアースク

ール）を実施している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○甚大化する昨今の災害への対応について、体制

が十分かどうか検証し、引き続き、年間を通じ

た訓練を実施する等、必要に応じて対応の見直

しを行うことが望まれる。 

６ 

災害発生時や事件発生時における保護者

への連絡体制等、緊急時の登下校の安全対

策を、どのように講じているか。 

取組 

状況 

○保護者のメールアドレスを学校に登録し、緊急

時には一斉に連絡している。 

○年度初めに緊急時に子どもの引渡しが可能な

人物、連絡先を登録してもらっている。 

○伝言ダイヤル訓練や一斉下校訓練を実施して

いる。 

○ペアレンツハンドブックを配布して、災害時の

対応を周知している。 

○児童の自宅が広域であるため、災害発生時には

学校で身柄を保護し、その後、集団下校はさせ

ずに保護者に迎えに来てもらっている。 

特色 

○災害時に優先使用できる電話機を設置してい

る。 

○緊急時のホームページを開設し、パソコンとス

マートフォンの両方で確認できるようにして

いる。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、連絡体制の確認訓練や登下校時の安

全点検等の充実が望まれる。 
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７ 

学校施設・設備について安全点検が適切に

行われているか。 
取組 

状況 

○チェックシートに基づき、月１回、教職員が担

当教室の点検を行っている。 

○労働安全衛生委員会の定期巡回を実施し、職場

の環境点検の視点から学校施設の点検をし、安

全を確保している。 

特色 － 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○破損個所等が生じた際には、迅速に修繕するな

ど、児童に危険が及ばないよう、引き続き、児

童の安全確保に努めることが望まれる。 

その他 － 
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表 題 16 自己評価の実施状況に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

自己評価の項目は適切か。 

取組 

状況 

○重点目標として「信頼できる学校づくり」「英

語教育センター機能の充実」を掲げている。 

○英語教育センターとしての機能の充実に向け

て、カリキュラムや教材の作成に取り組んだ。 

特色 

○英語では、独自開発教材を活用してディスカッ

ションやディベート等の能力向上を目標にし

ている。 

○国際人としての国語力について研究を進め、独

自教材を作成することをめざしている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○評価項目については、自由記述欄を設けたり、

評価の観点を修正したりする等、設定した目標

に応じて、年度ごとに評価を見直す等の改善が

望まれる。 

２ 

 

自己評価が年に１回以上定期的に実施さ

れているか。 

取組 

状況 

○毎年度「学校自己評価シート」を作成し、実施

している。 

特色 － 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

３ 

自己評価の結果を、翌年度の指導目標等の

改善に活用しているか。 
取組 

状況 

○前年度の達成状況等を評価することを通じて、

課題や改善策等を明確化し、次年度に生かすこ

ととしている。 

特色 － 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○目標が達成されていない事項を明確にして、年

度ごとに重点を見直す等の改善が望まれる。 

４ 

アンケート等を実施し、自己評価を行う上

での参考としているか。 

取組 

状況 

○年数回行われる保護者会での講話の際に、感想

を提出してもらっており、保護者からの要望な

どを把握している。 

○各事業を実施した後は必ずアンケート調査を

実施し評価を受けている。 

○全学年を対象にアンケート調査を実施した。 

特色 － 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○無記名による全児童、全保護者へのアンケート

調査の実施が望まれる。 
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５ 

児童・保護者からの意見や要望を的確に把

握できるよう教育相談体制が整備されて

いるか。 取組 

状況 

○児童や保護者から相談があった場合は最優先

して対応するようにしている。児童指導関係は

副学園長、副校長、教務主任、養護教諭等を中

心に行っている。 

○スクールカウンセラーを配置し、児童や保護者

からの相談に応じている。 

特色 

○高学年において、学習方法や中学受験に対する

考え方、中学校の情報を伝える保護者会の回数

を増やした。 

○進路相談室を開設し、専門のスタッフを配置す

るなど進路相談等に応じるとともに、進路先情

報の提供に努めている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 

○引き続き、スクールカウンセラーに直接連絡す

ることができるなど、保護者が気軽に相談でき

る環境整備や様々な機会の提供が望まれる。 

６ 

学校評価の結果を保護者等に公開してい

るか。 

取組 

状況 
○ホームページを利用して公開している。 

特色 － 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

その他 － 
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表 題 17 情報公開・個人情報の保護に関すること 

№ 評 価 項 目  評 価 意 見 

１ 

学校に関する情報公開について、学校便り

や学級便りの発行などを通して、主として

保護者を対象とした情報の伝達・公開が適

切に行われているか。 
取組 

状況 

○学級では、クラスメールを最低週１回、クラス

便りや学校便り等を毎月発行している。 

○学期に１～２回、学園長や校長が保護者全員に

対して、学校の状況や教育について話をする機

会を設けている。 

○必要に応じて、個別のメールなどで細かく連絡

を取り合える体制をとっている。 

○経営に関しては、希望があれば決算書を閲覧で

きるようにしている。 

特色 
○担任からのメールとクラス便りは英語で、学校

便りと教務からの連絡は日本語で行っている。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

２ 

 

情報公開手段として、ホームページを活用

するなどの工夫がなされているか。 

取組 

状況 

○ホームページを開設し、情報公開を行ってい

る。 

特色 

○定期的にホームページが更新できるような体

制が整えられている。また、ＳＮＳでも情報を

提供している。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

３ 

「個人情報の保護に関する法律について

のガイドライン（通則編）（平成 29 年３月

一部改正）」（個人情報保護委員会）等に沿

って、児童等の個人情報の保護に配慮して

いるか。 

取組 

状況 

○個人情報を扱うことができる範囲は、学園長・

副学園長・校長・副校長・教務主任等に限定し、

鍵つきの書庫に保管している。 

○弁護士、弁理士と契約を交わし、個人情報の扱

いに関して定期的に指導を受けている。 

特色 

○電子媒体でも個人情報を取り扱っているが、専

門家の指導の下、適切な情報管理が行われてい

る。 

評 定 Ｂ 
課題・

改善策 
－ 

その他 － 

総合評価 

教育内容等については、全４９項目中、評定Ａが３項目、評定Ｂが４６項目で、評定Ｃはなかった。

教育内容等については概ね適切な対応が図られている。 
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所  見 

（１）学校経営の安定性・継続性 
○ 入学者・退学者数 
令和元年度の小学校の入学者が減少したことから、希望者向けの説明会の改善等を実施し、来年

度の内定者については、募集人数に対し一定数確保している。退学者数については、昨年度と同数

となっており、退学率も同程度で推移している。 
 

○ 所有権の移転について 
昨年同様、山口紀生氏（代表取締役）と山口千恵子氏（紀生氏の妻）が保有する株式について、

長期的には親族以外に譲渡したいとの意向を紀生氏は持っているが、いつ誰に移転するかは具体化

していない。 
 

○ 教員の退職者数 
平成３０年度の退職者数は前年度と比較すると減少したが、数年前よりも多い状況にある。帰国

や結婚・病気による退職が主な理由となっている。 
 

（２）学校法人化に向けた取組 
○ 増収となったが特別損失により当期利益は赤字 
 平成３１年３月期は増収であったが、主に教育サービス事業の労務費増によって営業利益・経常

利益が減益となった。また、旧校舎に係る不動産の売却等による特別損失を計上したため、当期利

益は赤字となり自己資本比率が減少した。 
 
○ 横山台旧校舎の売却 
平成２９年度に一部売却した残りの土地・校舎についても平成３０年１１月に１０５百万円で売

却した。 

総合評価 

小学校を運営する団体として、株式会社エデューレエルシーエーの経営状況については、平成３０年

度は特別損失の計上により当期利益は赤字となったが、営業利益・経常利益は確保しており、今後数年

間の範囲では問題はないと評価する。 
一方、令和２年度から入学者の募集人数を減少させたことにより、小学校事業について数年後には減

収が見込まれるため、今後数年間で経営の見直しを図ることが必要である。 
また、昨年に引き続き、安定的・継続的な学校運営に向けた取組として、教員の離職防止や児童の途

中退学に対する適切な対応に取り組むこと、円滑な事業承継に向けて計画的に取り組むこと、負債額の

削減に向けた取組として、各年度の事業内容やこれに伴う収支見込を不断に見直すことが望まれる。 

Ⅳ 経営 


